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「役員報酬が高すぎる」「説明責任を果たしていない」 

反対意見続出 値上げも再稼働も認められない！  
1月21日、消費者庁主催の「九州電力株式会社による電気料金値上げ認可申請に関する

意見交換会」が福岡市内で行われ、原告・弁護団から 5名が参加、うち 3名が意見表明しま

「値上げ反対」「原発やめよ」一言でも！（1/31 まで） 

◆「国民の声」に意見を届けましょう◆ 
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した。 
 
唐津市の田口常幸さんは「支える会

佐賀運営委員会」が昨年末、九電主催

で説明会を行うよう求めたが拒否され

たことを紹介し、「私たちは値上げが情

報の一方通行の流れで決定されること

を見守るしかないのか」と述べました。 
 
佐賀市の杉野ちせ子さんは「九電は

プルサーマル導入のとき値上げに結

びつくことはないと佐賀県民に言っ

たのに、今回申請にＭＯＸ燃料の価格を上積みしているのは約束違反」と指摘しました。 
 
また、唐津市の吉田恵子さん（写真）は 12 月に行った「風船プロジェクト」の取組みを紹

介、「7時間で 400キロ先の徳島までとんだ。玄海原発で過酷事故が起きたら西日本一帯が

汚染される」と発言し、危険な原発を動かすための値上げに反対しました。 
 
このほか消費者団体代表やＦコープ生協関係者など、合計 7名が発言しましたが、「一般

社員の人件費の削減率 26％に対し役員は 20％だけ。おかしい」「原発が止まっているから

値上げは仕方がないと思わせるための資料ではないか」「本当に原発でつくった電気が安

いのかわからない」など、全員が原発についてふれ、値上げにも再稼働にも反対の意見を

表明しました。 
 
最後に、阿南消費者庁長官は「電力料金については消費者参加のしくみがおろそかにさ

れてきた」「消費者庁は電力会社と正しく対立していくことが必要」と述べ、「九電に今日出た

疑問や指摘の回答を求めたい」「ご支援を」と発言しました。 
 
消費者庁は今回の意見を参考に「チェックポイント」を作成し、経産省と協議します。1 月

31 日、2 月 1 日は経産省主催の公聴会が開かれますが、原告・弁護団からさらに多数が参

加の予定です。 

 
次回提訴予定

原告数 

76人 
1/23現在 1/23現在

意見を述べる吉田恵子さん（撮影・山本弘之さん） 

吉田恵子さん 


